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【背景 と 目的】綿 マ ル チ は ，綿製品製造過程 に伴い 排 出 される短繊維 をシ ー ト状に加工 した もの で

あ り，農業面 にお い て は水稲栽培省力化 の た め の 土壌被覆資材 などに利用 されて い る．現在，更に

プ レ ス 処理 を施 した畑作用の 綿 マ ル チが 開発 され て お り ， 夏秋 レ タ ス 等 ， 各種 作物 にお い て 実用化

試験 が進め られ て い る．本研 究で は温州 ミカ ン栽培 にお い て 畑作用の 綿 マ ル チ を敷設 し，雑草抑制

効果及び果 実品質 に与え る影響 を調査検討 した．

【材料 と方 法】愛媛大学農 学部附属農場果樹園 （褐色台地 土）の 平坦地 に植栽され た 温州 ミカ ン （品

種 ： 日南 1 号）35本 を供試 し ， 綿マ ル チ敷設 区 は 7 月 14 日 に樹間全体を綿マ ル チ シ
ー

トで 覆 っ た ．

そ の 際，ポ リプ ロ ピ レ ン製 の 紐 を 用 い ，面積 8 × 50m の 試 験区に対 し約 1m 間隔 で シ ー トを固定 し

た ，雑草は ，
コ ドラー ト法 を用い 10 月 6 日と 10A9 日に 50 × 50c 皿 の 枠内の 地上部 を刈 り取 り，

雑草種 ご との 株数 と乾物重を測定 した．雑草調査は ，両 処理 区とも 10反 復 と した ，果実は ， 10 月

14 日に各処理 区 ご とに 4 個体か ら 5 果実ずつ
， 計 20 果実採取 し ， 糖度 ， 酸度 ， 果皮色を測定 した 、

【結果 と考察】綿 マ ル チ は ， 降雨 に よ り土壌密着性 が高ま り硬 化 した． しか し，7 月 下旬 に強風 に

よ り綿 マ ル チが
一

部破損 した ，ポ リプ ロ ピ レ ン 製の 紐 を圃場に張 るだ けで な く，早期に ±壌密着 さ

せ る技術の 開発が必要で あ る．

　敷設 区 の 雑草個体数は ， 非敷設 区に比 べ 低 い 値を示 し，特にイ ネ科 ，
ヒ ユ 科，キ ク科雑草にお い

て 有意な差 がみ られた （第 1 図）．乾物重におい て も敷設区の 値は低 く，特にイ ネ科，ク マ ツヅラ科

雑草 にお い てそ の 差が有意 であ っ た．雑 草全体で換算す る と，雑草個体数，乾物重共に 1％水準の

高い 有意性 が確認で き ，
こ の こ とか ら綿マ ル チ に よる雑草抑制 の 有効性 が認 め られ る．敷設 区 の 雑

草個体数を各種 ごとに比較す る と，個体数，乾物重共 に有意な差は 見 られ なか っ た （第 1表）．すな

わ ち，綿 マ ル チ敷設 に よ る雑草抑 制効果は ，温州 ミカ ン 栽培 にお い て は雑 草種 にかか わ らず有効で

ある と考 え られ る．非敷設 区の 雑草個体数は，その 他 を除 くと ヒ ユ が最 も高く ， それ以外は ほ ぼ同

程度で あ っ た ．また ， 敷設区の 一株当た り雑 草乾物重は ，非敷設区よ りも低 くな っ て い た ．こ れは ，

土壌密着性 の 高い 綿マ ル チに よ り雑草の 初期発 生 が抑え られ こ と と，綿 マ ル チ の 生物的分解 に伴 う

土壌表面の 窒素飢餓 に よる もの で ある と考 えられ る．

　果実の 糖，酸含量は ，敷設 区で若干 高い 値を示 したが有意 な差は見 られなか っ た （第 2 図），果皮

色 は，敷設 区，非敷設 区間にお い て ほぼ同程度 の 値 を示 したが ，部位別 にみ る と果梗部 の a 値，b

値におい て敷設 区で 有意に高い 値を示 した （第 2 表）．

　 以上 の こ とよ り，綿 マ ル チ は ， 温州 ミカ ン 栽培にお い て
， 雑草抑制効果の 面で 有用な資材 で あ る

こ とが 明 らか とな っ た．ま た ， 果 実品質に 対す る効果 は顕著で は ない が ，果梗部の 紅着色 と食味 の

向上 が認 め られ た ，今後 は，綿 マ ル チ の 効果を最大限に生かす敷設技術 の 検討 を行 う必 要が あ る．
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第 1 表　各処 理 区にお ける雑草種 ご との 雑草個体数，雑草乾物重及び 株当た りの 乾物重

処理区 雑草種
掴体数

（鯛ノ  ）

乾物重

（／  ）

株当 た り乾物重

　　（／個 ）

イ ネ科

　メ ヒ シバ

　 オ ヒ シ バ

エ ノコ ロ グ サ

ス ズ メ ノ ヒエ

敷設区 　 クマ ッ ヅラ
1

ヤナ 　バ 　ガ サ

一 一

キ ク科
ノゲシ

ヨ モ ギ

計

0凾8±0．5a 　　　3。349±2247 　a 　　　　4．187±OA22
1｝・8±0．5a 　　　L733 ± L681　a　　　　29167±2．048
0A±0．4　a　　　O。233±0．233　a 　　　　　　　　　　O．582

　 　 　 0a　　　　　
−

　　　　　　　　　
−

L2 ：ヒ0．6　a 　　　4．746±2．872　 a 　　　　3眇955± L503
3．6±3．6a 　　　O．174±0の174　 a　　　　　　　　O．048
2．0± 1．2a 　　　O．105±0．067　a　　　　Oρ〔｝52±0．016
り．4±0・4a 　　　Oり053 ：ヒ0．053　 a 　　　　　　　　　O．132
2．4：ヒ1．6a 　　　O．016±0．011　a　　　　O．010±0．007
11曾6±0．5　　　　10AO±0巳462　　　　　　1L13±0．553

イネ 科

非 敷 設 区 　 クマ ツ ヅ
ー

　 メヒ シ バ

　オ ヒ シバ

エ ノ コ ロ グサ

ス ズ メ ノヒエ

　 　 ハ 　 ガサ

一 一

一
計

　 Og8±O．8　b　　　3・939」：3・939　c
　 24±8．3ab　　182．0±52。26　ab

　 9．2±3．8ab 　　14．04±5．002　bc
　 O．4±e．4b 　 11．17±1L17　 c

　 9．2±5。O　ab 　　234．3±90．0監　a

19．2±7．5ab 　　56．54±29．43　bc
19●6±7．4ab 　　9．365：ヒ6．684　c

　 2．8±2．4b 　　　4．150±2．842　c
39．2± 16．6a 　　　11。68±5．969　c

124。4±2．7　　　　527．2± 14．71

　 　 　4．924
11．23：ヒ4，298
2．251±0．766
　 　 　27．92
49．23± 19。3了

3會497± 1・045
0．394：セ：O。265
2曾573±1．52S
LO80±0幽593
103．1±3．465

例数 は 10．値は平均値 ± 標準誤差 を示す ．異符号間に 5％水準の 有意差あ り．
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　 第 1 図　科ご との 雑草個体数 （左 ）及び乾物重 （右）　 第 2 図

　　　　　 値は 平均値 ± 標準誤 差を示す ．＊ ，舘 は それ ぞれ

　　　　　 5％ ，1％ で 有意差あ り．

第 2 表　収穫後果 実にお ける各部位ごとの 果皮色

敷
設

非
敷

設
区

lll、

｝題

il 
！，魂

：l
l2
跚

収穫後果実の 糖度，酸度及び糖

酸比

値は平均値± 標準誤 差を示す ．

果 皮色

処理区

L　　　　　　　　　　　 a／b　　　 L
5755　　　　436　　串　　5858　　寧　　　om 　　　　　62S3
59．16　　　1．60　　　　55．78　　　　　0鰌03　　　　63S7

　果梗部

a 　　 　 　 b
赤道部

a ba ／b 　l」 　 　 a／b
6627　　　0．10　　　　60．14　　　10A2　　　63．87　　　0．18
6693　　　　0．12　　　　6057　　　1L65　　　64」77　　　　0．16

果頂部

敷設区 7．736
．70

例数は 20．値 は平均値を示 す．★

，
det

はそれ ぞれ ，5％ ，1％水準で 有意で ある こ とを示す．

L 値 ； 白色度 ， a 値 ；赤色度 ，
　 b 値 ；黄色度 ，

　 alb 値 ；橙色度 を示す．
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